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	カタログ番号: APRab12625
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	INSL4は、インスリンスーパーファミリーに属するインスリン様タンパク質4をコードします。INSL4は、翻訳後切断を受けて3つのポリペプチド鎖（A～C）を生成する前駆体をコードします。これらのポリペプチド鎖は、3つの鎖すべて、またはA鎖とB鎖のみからなる三次構造を形成します。INSL4産物の発現は、胎盤前期の細胞栄養芽層および合胞体栄養芽層で起こります。[RefSeq提供、2008年7月]、発生段階：胎盤前期で高い発現を示します。絨毛細胞栄養芽層におけるエピルペプチドの発現は、合胞体栄養芽層で示される発現とは異なります。胎児組織では、四肢、椎骨、肋骨の軟骨膜で確認されました。骨間靭帯に豊富に存在した。,機能：栄養膜細胞の発達および骨形成の調節において重要な役割を果たす可能性がある。,類似性：インスリンファミリーに属する。,組織特異性：胎盤、子宮、胎児軟骨膜で発現する。発現レベルは胎盤早期および胞状奇胎妊娠の両方で上昇し、絨毛癌細胞では低下した。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	INSL4抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	INSL4抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	INSL4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト胎盤の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

